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専修大学社会科学研究所では、2017 年度春季実態調査として、2018 年 2 月 28 日(水)~3 月 3















2 月 28 日（水）  
17：00 研究会 テーマ「大阪の産業構造とその地域的特性」 
講師 髙山正樹氏［大阪大学名誉教授］ 会場：天王寺都ホテル会議室 
19：00 結団式（会場：ホテル内レストラン） 
3 月 1 日（木）  
10：00 横関稔氏［西成区長］によるレクチャー テーマ「西成特区構想」（質疑応答含） 
13：30  武田薬品大阪工場 見学・ヒアリング 
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3 月 3 日（土） 
10：00 ダイハツ ヒューモビリティワールド 見学 





第 1 日目：2 月 28 日(水) 
14：00 以降、今回全日の宿泊先となる天王寺都ホテルに参加者 19 名が次々とチェックイン




   





















第 2 日目：3 月 1 日(木) 



































で昼食を済ませてから 10 分ほど歩き、13：30 に武田薬品工場株式会社へ到着した。 
武田薬品は、1781（天明元）年に大阪の道修町という薬商の中心地であった地で、薬種仲買
商近江屋に奉公した武田長兵衛が、近江屋喜助家からのれん分けを許され、薬種仲買商として




























































































 写真 11：ヒアリングの様子 写真 12：ダイワタオル工場内見学（左：北川晃三氏）







     







写真 15、写真 16：バクテリアによる汚泥活性処理の様子（屋上） 





















































 写真 17：人気を博したダイハツ号 写真 18：1957 年発売ミゼット  
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イハツ車がカラフルな実車で紹介されていた。サラリーマンにも手が届く家族向けの車の登場
（フェロー1966 年）、広く快適で燃費の良い車の登場（シャレード 1977 年）、働く女性が乗り





























































また、実態調査に先立っては、2018 年 2 月 2 日に事前研究会を開催し、3 名の先生方にご報
告いただいた。まずは、水戸部啓一先生（専修大学経済学部兼任講師、国際環境経済研究所理
事）に「日本の自動車産業を取り巻く潮流と課題」と題した自動車産業の現状について報告を
いただいた。そして、社会科学研究所の長尾謙吉所員には「泉州のタオル産業―生産システム
の特色と縮小下の課題―」を、小池隆夫所員には「（大阪・「西成」～1990 年代初頭以後の 25
年に焦点をあてて」と題し、解説をしていただいた。調査対象地への事前の理解を深めること
ができたことをここに改めて御礼申し上げます。 
